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自然にやさしい剪定枝チップ

環境に配慮した安心・安全な施設

　当組合では、公園や街路樹などの剪定した枝葉を焼却
するのではなく、細かく砕いたチップ化物に変えて住民
の皆さんに配布して有効活用していただくことで、ごみ
の減量化や循環型社会の構築を進めています。

チ
ッ
プ
は
エ
コ
な
材
料

　

当
組
合
に
は
公
園
や
街
路
樹

を
剪
定
し
た
枝
葉
が
運
ば
れ
て

き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
砕
い
た

チ
ッ
プ
化
物
を
皆
さ
ん
に
配
布

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ま
た
緑
が
育
つ
…
。

　

チ
ッ
プ
化
物
は
こ
の
よ
う
に

エ
コ
の
サ
イ
ク
ル
を
つ
な
ぐ
自

然
に
や
さ
し
い
材
料
で
す
。

ど
の
よ
う
に
使
う
の

エコちゃん

　

主
に
は
、
土
の
上
に
敷
く
マ ▲チップ化物

　

現
在
の
折
居
清
掃
工
場
は
昭
和

61
年
の
稼
働
開
始
か
ら
31
年
が
経

過
し
、
経
年
劣
化
に
伴
う
老
朽
化

が
進
ん
だ
た
め
、
現
有
施
設
の
敷

地
内
で
更
新
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
現
在
、
工
場
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

左
上
の
写
真
は
建
設
現
場
の
様

子
で
す
。
鉄
骨
の
工
事
が
進
ん
で

建
屋
の
骨
組
み
が
出
来
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
折
居
清
掃
工
場
の
１

日
の
処
理
能
力
は
2
3
0
ｔ
で
す

が
、
新
工
場
の
規
模
は
、
様
々
な

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
の
結

果
、
現
在
と
比
較
し
て
、
半
分
の

1
1
5
ｔ
に
な
り
ま
す
。

　

新
工
場
は
ご
み
焼
却
に
伴
い
発

生
す
る
熱
を
積
極
的
に
回
収
し
て

発
電
す
る
仕
組
み
や
、
太
陽
光
発

電
、
壁
面
緑
化
の
採
用
、
宇
治
市

ま
ち
づ
く
り
・
景
観
条
例
に
合
う

よ
う
な
工
場
の
配
色
な
ど
、
現
在

の
工
場
よ
り
更
に
環
境
に
配
慮
し

た
施
設
と
な
り
ま
す
。

ル
チ
ン
グ
材
と
し
て
使
い
ま

す
。
マ
ル
チ
ン
グ
材
は
、
土
の

上
に
敷
く
こ
と
で
太
陽
の
光
が

土
に
直
接
あ
た
る
こ
と
や
雑
草

の
種
の
根
付
き
を
防
ぎ
、
雑
草

を
生
え
に
く
く
し
ま
す
。
他
に

は
左
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、

水
分
が
蒸
発
し
に
く
く
す
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。

　配
布
に
関
す
る
日
時
・
場
所

等
の
詳
細
は
裏
面
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　▲建設現場の様子（平成29年2月7日現在）

完成イメージ図

新工場の中身をご紹介

　この階段みたいなのが、焼却炉
の中身の「火格子」という装置な
の。
　火格子の動く速さや送る空気の
量を調節して、ごみを完全燃焼さ
せることで安全に処理することが
できるのよ。
　これから耐火レンガで囲んで
「焼却炉」になってゆくのだけど、
まわりには水管（すいかん）がびっ
しり配置されているの。この水管
はおよそ16メートルの高さがあっ
て、お湯を沸かすときの「やかん」

(仮称) 新折居
清掃工場 建設レポート

のような役割をしているの。ここで発生する蒸気を下
の写真の蒸気タービンに送って発電するの。

下の写真は蒸気タービン

平
成
30
年
に
完
成
予
定

　この機械と発電機がセットになって発電するの。
ごみを高温で燃やしたときに、発生する熱エネルギー
を無駄にせず、有効活用するのでとても効率的なの。

　ちなみに、同様に
発電をしているク
リーン21長谷山で
は、平成27年度１年
間で約5,700軒が１
年間に使用する電力
に相当する、約2,076
万kwhの発電をする
ことができたのよ。

左の写真は燃焼装置



『声のエコネット城南』は、広報紙発行日の翌日午後４時からFMうじ（88.8MHz）で放送中。当組合ホームページでも聴くことができます。

2013年（平成25年）6月 （ 2 ）

エコ・ポート長谷山で開催

申し込み・問い合わせ先　エコ・ポート長谷山 　☎ 0774（56）5556
工房・教室・引き取りのお申し込みは、3月7日（火）８時30分から電話で先着順にて受付
※10時～15時で開催する教室には昼食をご用意ください。　※作品の色・柄は写真と異なることがあります。

（休館日：水・木曜日）

●
秀
作

第
３
回

  

環
境
川
柳

　

 

優
秀
作
品
発
表

　「古
着
」
を
お
題
に
募
集
し
た
環
境
川
柳
の
優

秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
発
表
し
ま
す
。

　多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　秀
作
受
賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
解
説
】
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
子
ど
も
の
お
下
が
り
の
服
を
よ
く

頂
戴
し
ま
す
が
、
各
々
に
思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識

し
な
が
ら
あ
り
が
た
く
着
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

●
佳
作

【
解
説
】私
・
主
人
・
子
供
の
古
着
で
、楽
し
ん
で
ペ
ッ
ト
や
孫
の
服
、

小
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

【
解
説
】
嫁
入
り
に
あ
た
り
着
物
を
こ
し
ら
え
て
く
れ
た
母
の
想

い
に
こ
た
え
る
こ
と
な
く
、
タ
ン
ス
の
中
で
古
着
に
し
て
し
ま
っ

た
後
悔
を
よ
む
。

【
解
説
】
母
が
着
て
い
た
服
な
ど
思
い
出
に
残
し
た
い
の
で
バ
ッ

ク
に
し
て
持
ち
歩
き
た
い
。

城
陽
駅

リサイクルセンター

　　長谷山

折居清掃工場

●旧奥山リユースセンター

配布日時：平成29年3月13日（月）～17日（金）
　　　　　9時～16時（12時～13時を除く）
　　　　　（農家等大口・個人等小口ともに）
対　　象：宇治市・城陽市・八幡市・久御山町・
　　　　　宇治田原町・井手町に在勤・在住の方

農
家
等
大
口
利
用
者
向
け

○
申
込
方
法

　

ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
へ
お
電

話
に
て
（
先
着
順
50
台
／
日
）

☎
0
7
7
4
‐
５
２
‐
3
5
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○
申
込
受
付
日
時

　

３
月
８
日（
水
）〜
10
日（
金
）

　

9
時
〜
16
時
（
12
〜
13
時
を

除
く
）

○
配
布
場
所

　

旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

○
積
込
・
運
搬
方
法

　

軽
か
ら
４
ｔ
ま
で
の
ダ
ン
プ

車
等
で
引
取
り
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
組
合
職
員
が
重
機
で
車

両
に
積
み
込
み
ま
す
。車
両
は
、

荷
台
を
コ
ン
パ
ネ
等
で
か
さ
上

げ
し
、
必
ず
シ
ー
ト
を
掛
け
、

運
搬
中
の
飛
散
・
落
下
を
防
止

す
る
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
等
小
口
利
用
者
向
け

○
配
布
場
所

①
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

②
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢

　

配
布
場
所
へ
は
、
下
記
の
地

図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

　

小
口
利
用
は
事
前
の
申
込
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
配
布
期
間

中
に
配
布
場
所
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

お
持
ち
帰
り
用
の
袋
や
容

器
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
の
お
持
ち

帰
り
は
、
大
口
向
け
の
配
布
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
へ
の
販
売
目
的
で
の

利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な

く
な
り
次
第
配
布
終
了
と
な
り

ま
す
。

　

配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

剪定枝チップ化物の無料配布

　大
口
の
利
用
に
は
事
前
の
申

込
が
必
要
で
す
。

【
解
説
】
丈
夫
な
生
地
、
良
好
な
縫
製
の
衣
服
捨
て
難
く
て
。

せ
は
施
設
課
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

問
施
設
課

☎
０
7
５
‐
6
3
1
‐
0
8
3
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（
八
幡
市　

冨
ヶ
原　

恭
子
さ
ん
）

古
着
に
も

　生
か
す
道
あ
り

　エ
コ
の
道

嫁
入
り
の

　着
物
古
着
に

　母
想
う

今
は
亡
き

　母
の
古
着
で

　エ
コ
バ
ッ
ク

子
の
古
着

　リ
メ
イ
ク
を
し
て

　孫
に
着
せ

譲
り
手
の

　思
い
出
と
も
に

　身
に
ま
と
う

（
八
幡
市　

ケ
チ
ケ
チ
婆
さ
ん
）

（
宇
治
田
原
町　

大
橋　

美
鈴
さ
ん
）

（
宇
治
市　

片
岡　

和
美
さ
ん
）

（
城
陽
市　

北
澤　

進
さ
ん
）

②クリーンピア沢
八幡市八幡沢１番地

①旧奥山リユースセンター
城陽市寺田奥山１－６１

2017年（平成29年）3月

　く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
下
水

道
や
浄
化
槽
へ
切
り
替
え
た
場

合
、
必
ず
、
く
み
取
り
の
登
録

を
廃
止
す
る
届
出
が
必
要
で

す
。
く
み
取
り
の
手
数
料
は
、

登
録
に
基
づ
き
請
求
し
て
い
る

た
め
、
届
出
が
な
い
限
り
、
お

支
払
い
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　工

事
が
完
了
し
て
も
、
届
出

が
完
了
し
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

　

　廃
止
の
届
出
を
し
た
か
ど
う

か
不
明
な
方
は
、
当
組
合
業
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
業
務
課

☎
0
7
5
‐
6
3
1
‐
5
1
7
1

着物から洋服へ

春コース「ブラウスorズボン」
参加者募集

　不要になってたんすにしまったまま
の着物や、思い入れのある着物を洋服
にリフォームしてみませんか。
　着物リフォーム教室では、季節ごと
にテーマを決め、着物を洋服に素敵に
変身させます。

●日時　4月11日（火）・18日（火）・25日（火）・5月9日（火）・　
16日（火）・23日（火）　（6回コース）　
　時間はいずれも13時～16時
●場所　エコ・ポート長谷山
●対象　宇治市・城陽市・八幡市・久御山町・宇治田原町・井手
町にお住まいの方
●定員　10人
●参加料　1,800円　（初回に徴収します）
●申込方法　普通はがきに、郵便番号、住所、氏名、電話番号、
裁縫経験の有無を記入の上、3月17日（金）までにお申し込みくだ
さい。（当日消印有効）
●申込先　〒610-0111　
城陽市富野長谷山1-270　エコ・ポート長谷山
「着物リフォーム教室」係

※応募者多数の場合は抽選となります。
結果は当選された方にのみ3月27日（月）
までに電話でお知らせします。
※着物地は各自でご用意ください。作品例

引き取り
●着物・衣服の訪問引き取り 
●自転車の訪問引き取り 

申し込み締め切りは3月17日（金） ＊再利用できるものに限ります
＊直接持ち込んでいただくこともできます。自転車を持ち込まれ
　る際は、本人確認できるもの（免許証等）をお持ちください。

3月27日（月） （先着20人）
3月27日（月） （先着20人）

★着物リフォーム教室
（着物から鞄へ）
時　間：13時～16時
参加料：300円
定　員：各日10人

3月25日（土）
★衣服教室
「干支のつりタペストリー」
タテ型3つ（酉・戌・亥）を作成
＊縦約5cm、横約6cm
（台（黒地部分）は縦約80cm、
横約15cm）
時　間：10時～15時
参加料：500円（台は別売り500円）
　　　　　　　　　定員：10人

▲今回作成分
　3つ
◀完成作品例

＊着物地は各自で
ご用意ください

3月13日（月）
　  27日（月）

ガラス 衣服 自転車
10日（金） ○ ○ ―
11日（土） ○ ○ AMのみ

12日（日） ○ 教室 AMのみ

18日（土） 教室 ○ ○
19日（日）
20日（月）

○ ○ ○

25日（土） 教室 教室 ○
26日（日）
4月1日（土）
2日（日）

○ ○ ○

○＝工房開催日 ★衣服教室
「つば広帽子」
時　間：10時～15時
参加料：1,000円
定　員：5人

★ガラス教室
「立体こいのぼり」（ステンド）
時　間：10時～15時
参加料：900円
定　員：7人
※縦約15cm、横約16cm、
　高さ約3cm

★ガラス教室
「春のおとずれ」電気炉
時　間：10時～12時
　　　　13時～15時
参加料：500円
定　員：各5人
※扇形：縦約12cm、横約18cm
※作品は後日引き取り

3月12日（日）

3月25日（土）

3月18日（土）

着物・自転車抽選会受付中
10日（金）まで。詳細はHPにて
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